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市政だより

昭和54年 5月1日比866

人口の動き

4月 1日 現 在 前月比

人 口 計 6 4.4 1 8 -165 
男 30.9 9 8 -108 
女 33.4 2 0 -57 

世 帯 数 1 7.9 2 7 十 25
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健やかな成長を 5月5日は子供の日
(写真は萱瀬保育園の園児たち)
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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しむゴを惜

高木隆虎市長の市葬故

月
二
十
七
日
に
亡
く
な
っ
た

市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
高
木
隆
虎
市
長
の
市
葬
が
四
月

「1300人が

別れ

十
日
午
後
二
時
か
ら
、
各
界
・

各

層
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
百
五
十
本
の

花
輪
、
三
十
の
生
花
で
飾
ら
れ
た

こ
の
日
は
、
県
下
の
市
町
村
関

係
者
や
地
元
市
民
約
千
三
百
人
が

参
列
、
地
元
国
会
議
員
代
表
の
初

村
参
議
院
議
員
、
高
団
長
崎
県
副

知
事
ら
の
弔
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

列
者
の
焼
香
の
う
ち
に
故
人
と
の

会
場
中
央
の
祭
壇
に
は
、
あ
り

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

し
日
の
遺
影
が
か
か
げ
ら
れ
、
参

さ
る
四
月
十
日
、
故
大
村
市

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

民行長
多い
数た高
のし木
ど ま 隆
参 し 虎
列 た 儀
をとの
い乙市
たろ 葬
だ、を
き市執

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

大
村
市
長
職
務
代
理
者

大
村
市
助
役

大
浦

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

日は河川口

〔皮
ふ
科
・
泌
原
器
科
の
案
内
〕

従
来
ま
で
の
皮
ふ
泌
尿
器
科
が

両
科
に
分
か
れ
、
専
門
の
医
師
が

着
任
し
内
科
・
外
科
な
ど
と
同
様

毎
日
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

〔
新
任
医
師
紹
介
〕

。
内
科
堀
内
信
宏
、
沢
田
一

彦

@
外
科
北
里
精
司
、
佐
藤
行
夫

。

整

形

外

科

岡

崎

威
、
藤
井

利
雄
、
千
葉
剛
次

。
皮

ふ

科

中

浦

優

。
泌
尿
器
科
高
野
真
彦

。
小
児

科

上

原

豊

。
歯
科
井
上
賢
悟

の相談は

どうぞ

停

農家の花嫁(婿〉

各地区農協支所長さん

または農業委員さんへ

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

e 

国
保
相
談

存

じ

、こ

な
ぜ
高
い

-
・
・
保
険
税

皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
場
合
、
医
療
費
の
負
担
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
診
療
を
受
け
る
と
き
皆
さ
ん

が
負
担
す
る
分
・
・
・
・
・
・
三
O
M
m

@
国
が
負
担
す
る
分
・・・・・
・四
五

M
m
(平
均
)

@
保
険
税
と
し
て
被
保
険
者
で

あ
る
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
分

:
二
五
Mm
(平
均
)

と
こ
ろ
で
、
乙
の
と
乙
ろ
医

療
費
は
毎
年
一
五
%
t
二

O
M
m

も
の
割
合
で
ふ
え
つ
づ
け
て
い

ま
す
。

毎
年
医
療
費
が
一
五
%

ふ
え
れ
ば
、
同
時
に
保
険
税
も

一
五
%
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
そ
う
い
う
乙
と
か
ら
市
は
、

被
保
険
者
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
く
す
る
よ
う

一
般
会
計
か
ら で

す

か

の
繰
入
金
(
五
十
四
年
度
は
一

億
五
千
万
円
)
で
、
で
き
る
だ

け
保
険
税
の
値
上
げ
を
お
さ
え

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
医
療

費
は
毎
年
ふ
え
つ
づ
け
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
保

険
税
も
値
上
げ
し
な
い
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
乙

と
も
な
い
と
い
う
よ
う
な
健
康

一
家
に
と
っ
て
は
保
険
税
は
高

い
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
子
つ
し
、
ム
ダ
だ
と
い
う
お

考
え
の
わ
く
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
人
間
生
身
の

か
ら
だ
で
す
。
い
つ
病
気
に
な

ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
保

険
税
は
い
ざ
と
い
う
と
き
の
安

心
料
と
お
考
え
下
さ
い
。
そ
し

て、

国
保
と
い
う
相
互
扶
助
の

制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
義
務

と
し
て
、
期
日
ど
お
り
に
保
険

税
を
お
納
め
下
さ
い
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

衝
の
顔
で
す

市

独

自

の

福

祉

施

策

心
で
す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

一

難

病

患

者

な

ど

に

見

舞

金

一一

5
月

引

日

ま

で

に

申

請

を

市
民
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
た
め

市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
難
病
患

者
、
重
度
障
害
者
の
介
護
者
、
内

臓
機
能
障
害
者
に
見
舞
金
を
差
し

上
げ
ま
す
。

申
請
期
間

五
月
三
十
一
日
ま
で

申

請

先

福

祉
課

〔
難
病
患
者
見
舞
金
〕

金

額

二

万

円

疾
病
ス
モ
ン
病
、

ベ
l
チ

エ

ツ

ト
病
、
重
症
筋
無
力
症
、
全
身

性

エ
リ
テ
マ
ト

l
デ
ス
、
多
発

性
硬
化
症
、
再
生
不
良
性
貧
血

サ
ル
コ
イ
ド

l
ジ
ス
、
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
、

強
皮
症
、
皮

膚
筋
炎
及
び
多
発
性
筋
炎
、
特

発
性
血
小
板
減
少
性
紫
旺
病
、

結
節
性
動
脈
周
囲
炎
、
漬
痔
性

大
腸
炎
、
大
動
脈
炎
症
候
群
、

ビ
ュ
ル
ガ
!
病
、
天
喧
清
、
脊

髄
小
脳
変
性
症
、
ク
ロ

1

y
病

難
治
性
肝
炎
の
う
ち
劇
症
肝
炎

慢
性
腎
炎
(
十
八
歳
未
満
)、

ネ
フ

ロ
l
ゼ

(
十
八
歳
未
満
)

ぜ
ん
そ
く
(
十
八
歳
未
満
)

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人
、
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

現
在
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
保
護

者
、
た
だ
し
、
小
児
慢
性
疾
患

で
ぜ
ん
そ
く
に
つ
い
て
は
入
院

を
必
要
と
診
断
さ
れ
る
人

必
要
書
類

診
断
書
、
治
療
証
明

書、

住
民
票
の
写

〔
重
度
障
害
者

介
護
見
舞
金
〕

金

額

一

万

五
千
円

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

本
市
に
住
所
を
有
し
、
そ
の
家

庭
に
在
宅
す
る
四
歳
以
上
の
障

害
者
で
、
身
体
障
害
者
障
害
程

度
等
級
の
一
級
、
二
級
に
該
当

す
る
重
度
の
身
体
障
害
者
(
児
)

(聴
覚
障
害
者
を
除
く)、

児

童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄
弱
者

厚
生
相
談
所
の
判
定
に
よ
る
重

度
の
精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
食

事
、
入
浴
、
排
便
、
衣
服
の
着

が
え
な
ど
、
日
常
生
活
に
つ
い

て
介
護
を
し
て
い
る
人

必
要
書
類

住
民
票
の
写

〔
内
臓
機
能
障
害
者

見

舞

金

〕

金
額

一

万
八
千
円

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

四
月

一
白
現
在
市
内
に
引
続
き

一
年
以
上
居
住
す
る
人
で
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
、

外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
人
工
区
門

を
施
術
し
て
い
る
人

住
民
票
の
写
、
診
断

必
要
書
類

書
※
申
請
書
な
ら
び
に
詳
し
い
こ
と

は
福
祉
課

へ

福
祉
タ

ク
シ

i
発

足

重
度
障
害
者
の
乗
車
料
を
助
成

今
年
度
か
ら
重
度
心
身
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
(
乗
車
料
金
を
助

成
)
が
発
足
し
ま
し
た
。

該
当
者
に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
申
請

し
て
下
さ
い。

助
成
対
象
者
在
宅
の
障
害
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

山
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ

の
障
害
の
程
度
が
「
A
」
の
人

間
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
「
一

級
及
び
二
級
」
で
車
椅
子
を
常

用
し
て
い
る
人

助
成
額
及
び
回
数

一
人

一
回
に
つ
き
二
百
円

一
年
を
通
じ
て
二
十
四
回
以
内

申
請
先
・
問
合
せ

先

福

祉

課

「一原爆諸手当の受給者は「

L一一 所得税額の届け出を一一」

原
爆
諸
手

当
を
受
け
て

い
る
人
は、

所
得
税
額
を

五
月
三
十
一

日
ま
で
に
市

を
経
由
し
て

県
知
事
に
届

け
出
る
乙
と

に
な
っ

て
い

ま
す
。

特
別
手
当

保
健
手
当
、

健
康
管
理
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
五
月
十
四
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
に
、
福
祉
課
社
会
係
の
窓
口

へ
手
当
証
書
、
印
か
ん
を
持
っ
て

届
け
出
て
下
さ
い
。

な
お
、
次
の
日
程
で
各
出
張
所

で
も
受
付
け
ま
す
。

月 日 場 所 時 間

u 9: 00"'11: 00 
鈴田 M 13: 00"'16: 00 

% 
萱瀬川 9: 00"'11: 00 I 
竹松 H 13: 00"'16: 00 

xo 福重 H 9: 00"'11: 00 
松原 M 13:00-16:00 

5/17・18 西大村 H 9:00"'16:00 

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
申

請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

.

重

度

身

体

障

害

者

に

一

一

ハ

ガ

キ

を

差

し

上

げ

ま

す

一

.

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
対
象
者

重
度
身
体
障
害
者
一

-
に
ち
な
み
郵
便
ハ
ガ
キ
を
発
行
(
一
級
・

二
級
)
で
、
同
手
一

一
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
を
帳
を
持
っ
て
い
る
満
六
歳
一

一
通
じ
て
発
行
の
趣
旨
を
図
る
も

(
四
月

一
日
現
在
)
以
上
の
人
…

の

で

す

。

枚

数

一

人

二

十
枚

一

一
希
望
さ
れ
る
人
は
、

障
害
者

申

込

期

間

五

月
三
十
一
日
ま
…

手

帳

を

持

参

の

う

え

郵

便

局

に

で

一

一
お
申
し
出
下
さ
い

。

※

詳

し

く

は
郵
便
局
へ

日
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(4) 

子供と老人を

事故から守ろう

5月11日から

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
五

月
十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

市
内
の
交
通
事
故
は
、
今
年
に

な
っ
て
わ
き
見
や
車
間
距
離
不
保

持
な
ど
の
わ
ず
か
な
不
注
意
か
ら

多
発
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転
の
自

覚
を
持
ち
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

〔
運
動
の
重
点
〕

①
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、

特
に
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
追
放

@
自
動
二
輪
車
及
び
原
動
機
付
自

転
車
の
交
通
事
故
防
止

④
安
全
運
転
の
確
保
と
シ

l
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
推
進

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
は

O
道
路
の
横
断
は
横
断
歩
道
か
歩

道
橋
を

O
交
差
点
や
曲
り
角
で
は
必
ず
安

全
を
確
か
め
て

O
信
号
が
青
で
も
車
が
止
ま
っ
た

の
を
確
認
し
て
か
ら

O
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
目
立
つ

服
装
で

自
転
車
利
用
者
は

O
点
検
整
備
を
確
実
に

O
右
折
、
左
折
の
合
図
を
確
実
に

O
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
照
ら
し

反
射
材
な
ど
を
つ
け
て

運
転
者
は

O
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
は

い
た
わ
り
の
気
持
で

O
過
労
、
暴
定
運
転
を
し
な
い

O
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

O
シ
1
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
正
し
く
着
用
す
る

以
上
の
乙
と
に
注
意
し
交
通
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

大

村

湾

を

美

し

く

み
ん
な
の
力
で
汚
濁
を
ス
ト
ッ
プ
ノ

波
静
か
な
別
名，
琴
の
海
'
と
も

-
¥
-
-
1
f
J
'
J
'
f
〉
'tif--fzご
'J3-
、yFt
・-KJZ，

r，

.fJ-95う・
1'tJJ---r
〉
-1.
、
.三-(-r'J・2

2

〉・
1
i
f
-
-
f・・2
・J
-
J

…圏
パ
霊
L
ki--
ん

行

政

管

理

庁

長

官

か

ら

へ

ゆ
幽
圃

F
感
謝
掴
濁
酒
掴
掴
圃

F
殿

山

口

秋

博

さ

ん

に

感

謝

状

~

V

い
幽
咽
司
:
:川
弘
制
幽
・・

九

…¥ふ
幽

F
U込
貯

留
置
・
園
田
園
関

長

い

間

行

政

相

談

理

庁

長

官

か

ら

感
謝
状

が

贈

ら

(

ニ
園
E
E開
幽

哩

欄

闘

噌

}

委
員
と
し
て
行
政
相
れ
、
四
月
士
百
市
長
職
務
代

~

…
幽
駅
園
調
野
内
F
凶
園
Fし
談
業
務
に
ど
尽
力
い
理
者
の
大
浦
助
役
か
ら
伝
達
が
)

一幽
闘
YMぺ
単

品
園

田
置
¥
た
だ
き
ま
し
た
山
口
行
わ
れ
ま
し
た
。

f

A

…幽
国
国
明
麟
暖
臨
{
1

警
j

秋

博

さ

ん

(

大

川

田

ご

苦

労

さ

ま

で

し

た

。

ハ

幽・1
蝿
S
RJ
細

一

¥Z
F
町

)

に

対

し

行

政

管

~

※ 

春の全国交通安全運動

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

呼
ば
れ
る
大
村
湾
は
、
外
海
と
は

早
岐
瀬
戸
、
伊
ノ
浦
瀬
戸
で
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
き
わ
め
て

閉
鎖
性
の
強
い
湾
で
す
。

そ
の
た
め
、
汚
濁
物
質
の
拡
散

浄
化
が
困
難
で
、
本
市
付
近
か
ら

湾
奥
部
に
か
け
て
汚
濁
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
市
民
の
ふ
る
さ
と
大
村

湾
が
こ
れ
以
上
汚
濁
し
な
い
よ
う

家
庭
排
水
、
特
に
洗
剤
な
ど
の
使

い
す
ぎ
、
ま
た
、
河
川
や
海
に
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
私
た
ち
自
身

反
省
す
る
乙
と
も
あ
る
よ
う
で
す

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

一

ー

ー

消

防

署

か

ら

お

願

い

|

|

一

一

救

急

車

の

正

し

い

利

用

を

一

一
最
近
、
救
急
車
の
出
動
回
数
予
想
さ
れ
る
患
者
を
一
刻
も
早
一

一
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
く
医
療
機
関
に
撮
送
す
る
た
め
一

一
そ
の
中
で
救
急
車
を
必
要
と
し
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
一

一
な
い
(
タ
ク
シ
ー
代
り
の
)
要
こ
の
よ
う
な
患
者
を
救
う
た
一

一
請
が
か
な
り
あ
る
よ
う
に
思
わ
め
に
も
救
急
車
の
正
し
い
利
用
一

一

れ

ま

す

。

を

お

願

い

し

ま

す

。

一

一
救
急
車
は
、
生
命
や
身
体
に

(
大
村
消
防
署
)

噌

一

重

大

な

危

険

が

生

じ

る

乙

と

が

一

P
R
、・
1
・司、・
1
・!l、ー、t‘・!・!・
1
・1
・・‘・!t、・
1
・・‘t、・
1
・lt‘・!・
1
L

な
お
、
県
は
、
国
の
基
準
よ
り

厳
し
い
排
水
基
準
を
制
定
し
ま
し

た。
大
村
湾
を
こ
れ
以
上
汚
濁
さ
せ

な
い
よ
う
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

努
力
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険

課乙 ま
へとなす皆
おはお 。 さ
問保、 ん
合健排 の
せ所水 ど
下 及基 協
さび準 力
い 市な を
。生どお
活詳願
環し い
境い し

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

昨
年
加
入
さ
れ
ま
し
た
市
民
交

通
傷
害
保
険
の
有
効
期
限
は
三
月

三
十
一
日
で
切
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
お
忘
れ
に
な
り
、
ま
だ

加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
早
自
に

加
入
し
ま
し
ょ
う。

申
込
み
用
紙
は
生
活
環
境
課
、

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
住

所
、
氏
名
な
ど
記
入
押
印
の
う
え

保
険
料
(
五
月
加
入
の
場
合
一
口

四
百
四
十
円
)
を
添
え
て
お
申
込

み
下
さ
い
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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りおおむ市政だより(5) 

『
d

」

み
』
可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

わ
が
子
へ
の
愛
を

h
F
 

国
際
冗
童
年
の

シ
ン
ボ
ル

7
l
ク

International Year 
of the Child 1979 

ホ子供は民族の宝、世界の宝ホ

児童権利宣言の趣旨

児童が幸福な生活を送り、また、自己と社

会の幸福のために、その基本的な権利と自由

を享有する乙とができるようにするため、 10
カ条の権利宣言を行い、両親・各個人・団体

・地方行政機関及び政府に対して、乙れらの

権利を認め、乙れを守るよう努力する乙とを

要請したものです。

世
界
の
ど
の
子
へ
も

今

年

は

国

際

児

童

年

今
年
は

国
際
児
童

年。
国
際
連

合
は
、
一

九
七
六
年

の
第
三
十

一
回
総
会

で
、
児
童

権
利
採
択

二
十
周
年

を
記
念
し

て
、
一
九

七
九
年
を

国
際
児
童

年
と
す
る

乙
と
を
決

議
し
ま
し

た。
乙
れ
を

受
け
て
国

・
県

・
市
は
そ
れ
ぞ
れ

次
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

【
政
府
主
催
記
念
行
事
】

O
世
界
と
日
本
の
子
ど
も
展

O
子
ど
も
に
よ
る
音
楽
祭

・
日
本

の
祭
り
・

演
劇
祭

・
映
画
祭

・

ア
ニ
メ
祭

心
少
年
の
主
張
全
国
大
会

C
子
ど
も
海
外
特
派
員
派
遣

O
全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

O
国
際
児
童
年
記
念
財
団

(児
童

福
祉
協
力
基
金
)
設
立

【
県
主
催
事
業
】

O
長
崎
県
子
ど
も
野
外
交
換
大
会

(
十
一
月
十
一

日
)

O
少
年
の
主
張
(
八
月
)

O
少
年
少
女
作
品
展

(
十
一
月
)

O
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
県
民

大
会

(
七
月
)

【
市
主
催
及
び
共
催
事
業
】

O
他
人
の
子
も
叱
る
運
動

O
国
際
児
童
年
記
念
大
村
市
子
ど

も
大
会

〈
五
月
六
日
)

O
高
校
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(
八
月
)

O
弁
論
大
会
(
七
月
)

O
子
ど
も
ま
つ
り
(
十
月
)

O
母
と
子
の
読
書
の
つ
ど
い
(
五

月
)

O
世
界
の
絵
本
展

(
五
月
)

O
児
童
読
書
感
想
発
表
大
会

(十

月
十
九
日
)

各
家
庭
で
は
、
乙
れ
を
機
会
に

児
童
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
二

十
一
世
紀
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
め
ざ
し
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

! 期思まご す談会「乙 あ本乙 ! 
t 曜午間昌す 参 多。会 」 世れ 市 た年ど五 1
1 日前 京。 加 数 - ---， 界 iζ 立 りはも月 1
1 は 九 五 迄 をむ を親のち 図 ま特の
i午 時 月 琴 お ζ 「子 絵 な 書 すに 読
i後 t ー歪 願参 汀 読 本ん 館 。 国書 l
:一 午日 空 い 観 い 書展 でで 際 週 十.i時 後 l 本 し 、 ま 座 示 は 児 間四 !

か五三 E 童 で 日

!モ空+ r-世界の絵本展示会「 zZ3i 
i月 火 日 も、、 i

i場 」親子読書座談会」 展 i 
i所子母
;供さ 市立図書館 資日!
: 市 へ ん 料・ 1
i立希へテ対 日実入場 祝 i

図 望 、 い l 母 象 午 時守館ロ所種世 祭 E

! 書 す お て マ さ 後 T 料 ビ 界 日 !
一読館 る 母 子 ん 小 一(五 l 市 のは

乙さ 供読 学 時土月書 無 立 絵 休 i
i とんか 書 生 十要 料 図 本 館 i
i からに と四 二 22 書 約'-.，;

らおつお時自己 館 百 i 

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら

事
業
者
の
み
な
さ
ん
J、

四
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

清
掃

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
事
業
活

動
か
ら
生
じ
る
一

般
廃
棄
物
(
不

燃
物
・
可
燃
物
)
に
つ
い
て
は
、

五
月
一
日
か
ら
百
キ
ロ
に
つ
き
二

百
円
の
処
理
手
数
料
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、

搬
入
の
際
は

必
ず
現
金
を
ど
用
意
下
さ
い
。

な
お
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
古
紙
、

金
属
類
は
有
効
資
源
で
す
か
ら
、

回
収
業
者
で
処
理
し
て
い
た
だ
く

な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け
ど
み
の

減
量
に
ど
協
力
下
さ
い
。
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お
し
ら
せ

注
射
と
検
診

-
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B

・C
-
G

予
防
接
種

結
核
予
防
法
に
よ
り
小
学
校
就

学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
、

ツ
反
検
査
と
B
・
C
-
G
接
種
を

行
い
ま
す
。

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
、

四

歳
未
満
で
今
ま
で
一
度
も
受
け

な
か
っ
た
乳
幼
児
及
び
去
年
B

c
・
G
接
種
を
受
け
た
乳
幼
児

料

金

無

料

※
な
お
、
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
な
い
よ
う
ど
持
参
下
さ

い
。
当
日
の
体
温
も
忘
れ
な
い

で
計
っ
て
き
て
下
さ
い
。

-1歳

6
カ
月
児
検
診

乙
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対

象

昭

和

五
十
二
年
十
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
同
年
八
月

l
九
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
検
診

を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診

し
て
下
さ
い

ツ反検査とB.C.G接種目程

実施場所 |ツ反検査接B.C.種~I

市役所 |

お諏訪公民館 九

萱瀬出張所

三浦出張所 |

エ鈴 国間所 |九

竹 松出 張 所

中地区公民館

辺辺福 重出 張所

福祉 セ ンター

弘 元松原 出 張所

※ 

耳

と

言

葉

の

相

談

日

日
時

五
月
十
一
日
・
十
五
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
「
よ
い
歯
の
よ
い
子
の

よ
い
お
や
つ
」

コ
ン
ク
ー
ル

午後 2 時~3 時

応
募
資
格

き
ま
す

応
募
作
品

ω満
一
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
乳
幼

児
を
対
象
と
し
た
手
づ
く
り
の

お
や
つ
で
あ
る
乙
と

ωよ
い
歯
を
育
て
る
た
め
の
栄
養

的
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
乙
と

附
む
し
歯
に
な
り
に
く
い
お
や
つ

と
し
て
の
考
慮
が
払
わ
れ
て
い

る
こ
と

砂
糖
の
使
用
量
は
、

一
品
に
つ
き
五
グ
ラ
ム
以
内
と

す
る
乙
と

凶
使
用
食
品
は
、
入
手
が
容
易
で

経
梼
的
な
考
慮
が
払
わ
れ
て
い

る
乙
と

同
独
創
的
で
調
理
が
簡
単
で
、
地

域
に
晋
及
し
や
す
い
も
の
で
あ

ヲ

Q

乙
ム
」

応
募
方
法

一
人
何
点
で
も
結
構
で
す

生
活
環
境
課
、
大
村
保
健
所
に

あ
る
応
募
票
に
記
入
の
上
、
大

ど
な
た
で
も
応
募
で

時間

5
月

ω日
(土
)

-
行
政
相
談

(毎
月
第
二
木
曜
日
)

一

日
時

五
月
十
日

午
前
九

↑

時

三

十
分

t
正
午

登
記
相
談

一

(

毎

月

第
二
金
曜
日
)

午
前
一

九
時
三
十
分

t
正

午

一

法

律

相

談

一

(毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日
時
五
月
十
七
日

午

前

…

九
時
三
十
分

t
午
後
三
時
一

~三j

、、
ー、I

1
t
h
i
l

l
-

、i
l
l
it
-
-1
h
1
i
l
l
i
t
-
-!
1
1
11
1
1
1J
1
1J
1i
t-
-
J
J

l

J
f

l

i

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

i'11dFfjjt
ffttJIf--11!l!lit

i-
-

i13111I

、11llili--tt
tlt

、1t、

村
保
健
所
に
提
出
し
て
下
さ
い

問
合
せ
先

生
活
環
境
課

大
村
保
健
所

西
三
城
町
一
二

震
③
|
一
二
九
五

ス
ポ

ツ

-
少
年
野
球
大
会

日
時

五
月
十
九
日
(
土
)

十
日
(
日
)

場
所

市
営
球
場
ほ
か

チ
i
ム
編
成

十
二
人

〔
小
学
生
の
部
〕
五
・
六
年
生
で

各
学
校
区
ま
た
は
町
内
で
編
成

す
る
乙
と

〔v
中
学
生
の
部
〕
学
年
は
問
わ
な

い
が
町
内
単
位
で
編
成
す
る
こ

午
後
1
時
i
3時

日
時

五
月
十
一
日

ん」

※
た
だ
し
、
隣
接
町
内
も
認
め
る

(
小
・
中
学
生
の
部
と
も
)

申
込
五
月
十
日
ま
で
に
教
育
委

員
会
体
育
課

へ

抽
せ
ん
会

五

月
十
二
日
午
後
二

時
か
ら
市
役
所
第
二
会
議
室

主
催
大
村
市
野
球
協
会

共
催

市
教
育
委
員
会

-
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
成
績

四
月
十
五
日
、
市
民
体
育
館
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
で
男

女
計
十
九
チ
!
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

〔男
子
六
人
制
〕
①
大
村
ク
ラ
ブ

A
②
大
村
ク
ラ
ブ
B

〔
男
子
九
人
制
〕
①
愛
好
会
②
竹

福
祉
セ
ン
タ

ー

松
部
隊

〔
女
子
九
人
制〕

①
大
村
女
子
ク

ラ
ブ
②
大
村
婦
人
ク
ラ
ブ

園
第

4
回
さ
く
ら

マ
ラ
ソ
ン
大
会
成
績

四
月
十
五
日、

市
教
育
委
員
会

の
主
催
で
園
芸
高
校
を
基
点
と
し

た
久
原
・

木
場
方
面
の
コ

!
ス
で

行
わ
れ
、
百
四
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

〔
ニ
キ
ロ
〕

〔
小
学
男
子
〕
①
中
島
義
男
②

田
添
直
樹
③
一

瀬
永
充

〔
小
学

女
子
〕
①
一

瀬
さ
よ
り
②
辻
か

ほ
り
③
中
島
み
ず
ほ
〔
中
学

・

高
校
女
子
〕
①
田
中
光
代
②
草

野
幸
子
③
橋
口
絹
代

〔
三
キ
ロ
〕

〔
中
学
男
子
〕
①
田
中
俊
幸
②

禿
和
英
③
甚
吾
田
浩
史
〔

一
般

男
子
〕
①
一
瀬
武
②
井
手
末
広

③
坂
田
潔
〔
一
般
女
子
〕

①
小

佐
々
ハ
ナ

〔五
キ
ロ
〕

〔
高
校
男
子
〕

①
武
末
和
也
@

矢
ケ
部
賢
一
③
末
長
広
久
〔

一

般
男
子
〕
①
指
方
悦
郎
②
小
林

徳
光
③
渡
辺
松
市
二
般
女
子
〕

①
永
川
祥
子
②
増
元
マ
ス
子

〔十
キ
ロ
〕

〔一

般
男
子
〕
①
深
町
達
郎
②

平
山
純
也
③
貝
原
敬
文
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りおおむ市政だより(7) 

※ 

5
月
は
固
定
資
産
税
一

期
分

も

よ

お

し

-
市
美
術
展

市
美
術
展
を
次
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
応
募
下
さ
い。

会
期〔

前
期
〕

写
真
、
日
本
画
(
含
南

画
)
、
書
道
、
版
画

六
月
一
日

t
四
日

〔
後
期
〕
洋
画
、
商
業
美
術
、
彫

塑
工
芸
、

六
月
二
十
九
日

i
七
月
二
日

会

場

市

民
会
館
二
・
三
階

主
催
大
村
市
美
術
協
会

市
教
育
委
員
会

@
作
品
搬
入
は
各
会
期
開
始
日
の

前
日
で
す
。

@
詳
し
い
要
項
は
左
記
に
請
求
し

て
下
さ
い
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内

大
村
市
美
術
協
会
事
務
局

-
多
良
山
系
清
掃
登
山

大
村
勤
労
者
山
岳
会
で
は
、
自

然
保
護
運
動
の
一
環
と
し
て
、
諌

早
の
サ
ワ
ガ
ニ
山
岳
会
と
協
力
し

て、

多
良
岳
周
辺
の
清
掃
登
山
を

行
い
ま
す
。

自
然
の
宝
庫

「
多
良
山
系
」
を

守
る
た
め
、
自
然
愛
好
家
の
ど
協

力
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

五
月
二
十
日

(
臼
)

※
雨
天
の
場
合
は
延
期

集
合
場
所
大
村
駅
に
午
前
八
時

コ
l
ス

①
黒
木

t
金
泉
寺

1
中

山
峠

t
黒
木

②
黒
木
t
経
ケ
岳
t
中
山
峠
t

黒
木

持
っ
て
く
る
も
の
弁
当
、
水
筒

軍
手
、
運
動
ぐ
っ
、
ザ
ッ
ク

(
登
山
で
き
る
服
装
で
)

申
込
先
・
問
合
せ
先

大
村
勤
労
者
山
岳
会
事
務
局
へ

曾
②
i
二
七
二

O
(昼
)
中
部

電
③
i
七
九
六
四

(
夜
)
中
部

-
陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐

と
ん
地

4

つ
つ
じ
'

祭
り

日
時
五
月
五
日
(
小
雨
決
行
)

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
一
時

内

容

運

動
会
、
竹
松
ホ
l
ク
太

鼓
の
披
ろ
う
な
ど
(
雨
天
の
場

合
は
運
動
会
の
み
中
止
し
、
映

画
会
、
音
楽
演
奏
な
ど
を
行
い

ま
す
)

場
所

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
と
ん

地
営
庭

-
市
民
劇
場

第
印
回
例
会

前
進
座
「
さ
ん
し
よ
う
太
夫
」

出
演

市
川
祥
之
助
、
い
ま
む
ら

• 
軽
自
動
車
税
の
納
期
月
で
す

-Y
1
‘，
、、
ft
，E
，---e
.‘r・2.
、、，
ご'zr
、.fE
J
R
.f
、J
te-
-a、，
Jetf、J・，
JE
--f
、J
-1・t
y
--e
，E
z--1r-

J

~

 

ぜ

ん
タ
恒
例
'

F
 

~

お

お

む

ら

パ

ン

パ

ン

祭

へ

V

P

お

お

む

ら

パ

ン

パ

ン

祭

'

も

ど

来

場

下

さ

い

。

、

ゾ
今
回
で
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。
日
時
五
月
十
三
日
(
日
)

J

A

今
回
も
よ
り
一

層
楽
し

い

祭

午

前

十

時

t
午
後
六
時
ま
で

ん

~
に
な
る
よ
う
盛
り
だ
く
さ
ん
の
場
所

大
村
公
園
桜
田
の
堀
周

~

ぱ
企
画
を
用
意
し

て

い

ま

す

。

辺

ん

皆

さ

ん

お

誘

い

合

せ

の

う

え

~

Jt
J
z，
r
e
---PJ'tJ

、E‘-ez
t
J
J
J
〉
Fe--
ち

一三
〈
f
r
e--J
〉
一三
-1
2
1
f
j
z
J
'
J
V

い
ず
み
、
ほ
か

日
時

五
月
十
八
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場

所

市

民
会
館

入
場
料
三
千
円

連
絡
先

大
村
・
諌
早
市
民
劇
場

事
務
局

(
曾
③
l
三
七
二
六
)

.
カ
ト
レ
ア
・
コ
ー
ラ
ス

第

2
回
発
表
会

日
時

五
月
十
九
日
(
土
)

六
時
三
十
分
開
演

場

所

市

民
会
館

入

場

料

三
百
円

連
絡
先

富
②
|
四

0
0
0

(
田
川
さ
ん
)

-
銃
砲
・
力
剣
類

登
録
審
査
会

場
所
と
日
時

。
長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

(長
崎

市
桜
町
九
l
七
)

五
月
十
一

日
、
七
月
十
一
日
、

九
月
十
一
日
、
十
一
月
十
二
日

。
長
崎
県
県
北
振
興
局
(
佐
世
保

市
木
場
田
町
三
l
二
五
)

八
月
十

一
日
、
十
二
月
十
一
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
J

午
後
三
時

持
っ
て
く
る
も
の

σ

銃
砲

・
万
剣
類

。
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

。
申
請
者
の
印
鑑

。
登
録
手
数
料

(一

件
に
つ
き
三

千
円
)

講

習

ム
玄

同
少
年
歴
史
ク
ラ
ブ

「
青
少
年
ふ
る
さ
と
運
動
」
の

一
環
と
し
て
郷
土
の
歴
史
を
知
り

郷
土
を
愛
す
る
心
を
養
い
、
そ
れ

を
日
常
生
活
に
生
か
し
て
い
く
よ

う
に
す
る
た
め
、
少
年
臆
史
ク
ラ

ブ
を
聞
き
ま
す
。

内
容

郷
土
の
歴
史
、

郷
土
の
文

化
財
に

つ
い
て
の
講
義
や
現
地

見
学
、
地
図
年
表
の
作
成
、
文

化
財
の
清
掃
奉
仕
な
ど

対
象

小
学
六
年
、
中
学

一
・
二

年
生
の
男
女

期
間

五
月
1
来
年
三
月
ま
で

開
講
式

五

月

二
十
六
日
(
土
)

午
後
二
時

市
立
図
書
館

時
間

約
二
十
五
時
間

(年
間
)

募
集
人
員
五
十
人

参
加
料

無
料

募
集
期
間

五
月
十
二
日
ま
で

(定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

ま
す
)

申
込

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、

性
別
、
住
所
、
保
護
者
名
、
電

話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

-
第
1
回

郷
土
史
跡
散
歩
教
室

お
客
さ
ん
が
あ
っ
た
と
き
な
ど

郷
土
の
史
跡
を
案
内
で
き
た
ら
、

と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
を
対
象
に

代
表
的
な
史
跡
を
訪
ね
る
郷
土
史

跡
散
歩
教
室
を
聞
き
ま
す
。

期

間

五

月
二
十
七
日

(
日
)
か

ら
(
毎
月
第
四
日
曜
日
、
午
前

十
時

t
正
午
、
十
回
、
当
日
雨

天
の
場
合
は
中
止
)

史
跡

玖
島
城
周
辺

集
合
場
所

午
前
十
時
ま
で
に
大

村
公
園
入
口
、
一
の
鳥
居
付
近

定
員

三
十
人

受

講

料

無
料

講
師

大
村
史
談
会
員

深
草
静
雄
先
生

申
込

受
講
希
望
者
は
電
話
で
中

央
公
民
館
(
雷
③
|
四
一ニ
二
一
)

へ
-
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム

コ
ー
ラ
ス
講
座

コ
ー
ラ
ス
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
初
心
者
を
対
象
に

コ
ー
ラ
ス
講

医
を
開
設
し
ま
す
。

気
楽
に
歌
い
、
学
び
、
仲
間
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期

間

六

月

l
来
年
三
月
ま
で

(毎
週
水
曜
日
、
午
後
六
時
三

十
分
i
八
時
三
十
分
)

場
所

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

対

象

市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
勤
労
青
少
年

定

員

二

十
人

指

導

一

瀬
秀
子
さ
ん

申

込

五

月
十
二
日
ま
で
に
勤
労

青
少
年
ホ
l
ム
(
雷
③
l
一一二

五
三
)
へ

主

催

長

崎
県
佐
世
保
労
政
事
務

所
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募:

集

-
市
営
住
宅
入
居
者

昭
和
五
十
三
年
度
で
建
設
の
市

営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〔
久
原
第
二
団
地
〕

所
在
地

久
原
郷

一
一
七
三

l
一

種
別
第
二
種
住
宅

構
造
耐
火
構
造
五
階
建

間
取
和
室
(
六
量
)
二
問
、
洋

室
(
五
畳
程
度
)
一
問
、
台
所

浴
室
(
浴
糟
は
入
居
者
で
設
置
)

便
所
(
水
洗
)

家

賃

一

万
六
千
二
百
円
(
予
定
)

敷
金
四
万
八
千
六
百
円
(
予
定

J

戸
数
三
十
戸

ノ

募
集
期
間
五
月
十
日
ま
で

※
詳
し
く
は
建
築
課
へ

-
大
村
サ
ッ
カ
ー

ク

ラ

ブ

員

大
村
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
ク

ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
の
一
般
男
子
の

経
験
者
〈
二
十
五
歳
位
ま
で
)

申
込
先
〔
昼
間
〕
梅
原
純
子
さ

ん
ハ
市
役
所
電
算
課
)
〔
夜
間
〕

井
上
博
史
さ
ん
(
雷
⑤
|
七
O

五
五
)
ま
た
は
梅
原
純
子
さ
ん

(
雷
④
|
O
八
二
七
〉
へ

-
「
大
村
史
話
」
を

読
む
会
会
員

市
立
図
書
館
で
は
、
大
村
の
戦

国
史
、
キ
リ
シ
タ
ン
史
、

幕
末
史

な
ど
、
波
乱
に
富
ん
だ
千
年
の
歴

史
を
「
大
村
史
話
」
を
読
み
な
が

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

目
)
四
万
二
十
五
円
を
大
村
子
-

一

香

典

返

し

敬

称

略

-

績

寄

付

敬

称

略

供
の
家

へ

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

清

和

国

へ

-

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

マ

西
田
健

(
東
三
城
町
)
八
千
マ
寺
井
勇

(平
小
川
郷
)
ザ
ボ
一

三
百
円
マ
林
常
雄
(
久
原
郷
)
ジ
五
十
八
キ
ロ
マ
若
草
民
踊

-

一

マ
西
村
砂
犬
(
原
口
町
・
亡
長

五

万

円

子

供

会

(

草

村

瞭

子

さ

ん

ほ

か

一

一
男
史
紀
)
五
万
円

マ
石
橋
喜
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
三
十
人
)
民
踊
慰
問
と
三
千
円
一

マ
林
常
雄

(
久
原
郷
)
三
万
円

マ
老
人
福
祉
セ
ジ
タ
l
盆
栽
愛
一

一
代
子
(
宮
小
路
一
丁
目
・
亡
夫

を
大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
好
親
和
会
(
田
川
正
夫
会
長
ほ
一

一
勇
夫
)

五

万

円

へ

マ
赤
水
清
春

(

本

町

二

丁

か

五

人

)

盆

栽

手

入

一

-
市
奨
学
生

資
格
。
市
民
ま
た
は
そ
の
子
供

で
高
校
に
在
学
中
の
人

。
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
秀
で

身
体
強
健
な
人

。
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

貸
与
月
額
六
千
円

募
集
期
間
五
月
二
十
一
日
ま
で

手
続
出
願
書
類
は
市
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
各
高
等

学
校
長
を
経
由
し
て
提
出
す
る

乙
と

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
庶
務
課

へ

無

料

法

律

談

相

離
婚

・
相
続
な
ど
、

家
事
そ
の
他
の
法
律
問
題
に

つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時
五
月
七
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時
三
十
分

場

所

大

村
裁
判
所
会
議
室

主
催
大
村
裁
判
所
及
び
大
村
調
停
協
会

ら
勉
強
す
る
会
を
開
設
し
ま
す
。

内
容
時
代
を
追
い
な
が
ら
「
大

村
史
話
」
を
輪
読
、
解
説
す
る

期

間

六

月

t
来
年
三
月
ま
で

(
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
、

午
前
十
時

t
十
一
時
三
十
分
)

場
所
市
立
史
料
館
会
議
室

対

象

婦

人

定
員
二
十
人

受
講
料

無
料

講

師

史

料
館
専
門
員

久
田
松
和
則
さ
ん
ほ
か

申

込

受

講
希
望
者
は
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
市
立
史
料
館
(
富

③
l
一
九
七
九
)
へ

-
昭
和
叫
年
度

全
国
防
犯
運
動
標
語

十
月
に
行
わ
れ
る
全
国
防
犯
運

動
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マH

空
巣
の
防
止

同
自
転
車
盗
の
防
止

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

職
業
、
学
年
な
ど
を
記
入
し
、

一
テ
ー
マ
一

標
語

(
自
作
未
発

表
の
も
の
に
限
る
)
で
枚
数
は

問
い
ま
せ
ん

応
募
締
切
五
月
三
十
一
日

送
付
先

長
崎
市
万
才
町
四
l
八

長
崎
県
警
察
本
部
防
犯
少
年
課

内

長

崎

県
防
犯
協
会
連
合
会

表
彰〔一

般
の
部
〕

。
最
優
秀
H
表
彰
盾
と
副
賞
五
万

円
。
佳
作
H
表
彰
盾
と
副
賞
一
万
円

〔
児
童
・
生
徒
の
部
〕

。
最
優
秀
U

表
彰
盾
と
副
賞
三
万

円
相
当
の
賞
品

。
佳
作
H

表
彰
盾
と
副
賞
五
千
円

相
当
の
賞
品

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
へ

そ

の

他

-
大
村
史
談
内
号
刊
行

内
容
O
大
村
藩
と
郷
村
記
O
福

田
頼
蔵
日
記
抜
抄
O
長
崎
キ
リ

シ
タ
ジ
物
語
成
立
ま
で
O
大
村

藩
の
商
工
業
(
酒
匡
)
O
鈴
田

史
話
(
内
倉
)
O
肥
前
国
松
原

郡
内
百
町
歩
O
宣
長
の
学
友
岩

崎
栄
令
O
長
月
庵
若
翁
考
(
伊

賀
上
野
調
査
紀
行
)
O
幕
末
維

新
期
の
渡
辺
昇
。
大
村
市
文
化

財
現
況
O
寺
島
龍
神
社
由
来
O

明
治
初
年
の
僧
の
聖
書
研
究
O

根
岸
家
に
つ
い
て
O
戊
辰
役
大

村
藩
北
伐
軍
中
日
記
抄

O
中
尾

静
摩
目
録
。
北
高
東
目
史
跡
探

訪
記
O
史
談
会
一
年
の
歩
み
O

会
員
録
な
ど

頒

価

千

円

送

料
百
二
十
円

申

込

現

金
引
換
ま
た
は
振
替

現
金
書
留
を
ご
利
用
下
さ
い

申

込

先

武
部
郷
三
二
三
|
一

市
立
史
料
館
内
大
村
史
談
会

振
替
長
崎
三
九
二

お
わ
び
と
訂
正

四
月
十
五
日
号

(
九
ペ
ー
ジ
)

で
日
本
料
理
教
室
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
講
師
の
氏
名
が
間
違

っ
て
い
ま
し
た
。
山
口
正
先
生
で

は
な
く
山
内
正
先
生
で
す
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

(中
央
公
民
館
)
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